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Abstract: This paper investigates the use of design persona that are normally used in UX Design and Service 
Design  in  fashion design workshops.  In this case, group work by  international members at  the Super Global 
Fashion Workshop 2018 and group work done to develop farmer’s work-wear at Agri-art Festival 2018 are cited 
as examples.
　　A design persona  is a fictitious and representative customer set up to help  in the development of  ideas 
which give priority to the experience value of customers when  its designers develop services and designs of 
enterprises.
　　I have been using personas since 2013  in workshops applying service design methods and processes  to 
clothing design with Professor Emeritus Marjatta Heikkila Rastas  for University of Lapland.   This paper  is 
aimed determine the effect of design persona when used in co-creation among workshop members in each group 
in two workshops carried out  in 2018, between persona and other processes  in clothing design; development 
from persona to scenario, mood board creation, design drawing, material selection, production and presentation 
by model.
　　This  time Professor Ana Nuutinen  from University of Lapland and Professor Cheryl Maeda  from Maui 
College of Hawaii University participated  in these workshops and co-created with students  from the author's 
seminar classes.
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1 .　デザイン・ペルソナと服飾デザイン
　本論はUXデザインやサービスデザインにおいて使
われているデザイン・ペルソナ（注1）を服飾デザインの
ワークショップ（以下ではWSと記す）において活用
し、具体的な事例について検証することを目的として
いる。ここではスーパーグローバル・ファッション
ワークショップ（以下ではSGFWSと記す）2018にお
ける国際的なメンバーによるグループワークとアグ
リアート・フェスティバル（以下ではAAFと記す）
2018における農作業着等のグループワークを事例とす
る。
　デザイン・ペルソナは企業におけるサービスやもの
のデザインの開発をする時に、カスタマーの体験価値
の創出を優先してアイデアを出すために設定される架
空かつ代表的な顧客のことである。
　筆者は、ラップランド大学の名誉教授マルヤッタ・
へイッキラ・ラスタス教授とサービスデザインの手
法やプロセスを服飾デザインに応用したWSを2013年
から実施し、ペルソナを活用してきた（注2）。本論では、
2018年に実施した 2 つのワークショップを事例に、各
グループにおける複数以上のワークショップメンバー
間の共創において、服飾デザインの過程、つまり、ペ
ルソナからシナリオへの展開やムードボード作成、デ
ザイン画、素材選択と制作、そしてモデルによるプレ
ゼンテーションにおける、デザイン・ペルソナの効果
について明らかにすることを目指している。
　今回はラップランド大学からアナ・ヌウティネン
Ana Nuutinen教授（図1）とハワイ大学マウイカレッ
ジからシェリル・マエダCheryl Maeda教授（図2）が
学生を連れてWSに参加し、筆者のゼミ生とともに共
創をした。

2 . スーパーグローバル・ファッション
　  ワークショップSGFWS 2018について

（ 1 ）SGFWS の背景と地域資源による地域活性化
　山口県立大学における服飾デザインに関する国際的
なワークショップは、2009年からラップランド大学に
筆者の研究室の学生を連れて訪問し、現地の教員と学
生とともに実施したことに始まっている。ラップラン
ド大学では毎年実施してきた。そして、山口県立大学
では、ラップランド大学から毎年のように教員が来山
し、プレゼンテーションを受けてきた。数日間にわた
る山口でのWSは、2016年から 3 回継続してきた。
　ラップランド大学芸術デザイン学部のテキスタイル
＆ファッション学科には留学生がいて、フィンランド
人学生のみならず、年ごとにイタリア人、オランダ人、
ロシア人、ブラジル人など他民族の学生がJAPAN-
FINLAND WSに参加した。
　ラップランド大学での多彩な国の若者による多文化
共生あるいは融合のワークショップにおいて価値を実
感したので、2016年にスーパーグローバル・ファッ
ションワークショップと命名した服飾デザインのワー
クショップを新たに開始した。
　2016年はフランス、フィンランド、中国そして韓国
の 4 カ国の学生と教授を招聘した（注3）。 2 年目の2017
年はフィンランドに加えて、ハワイの学生と教員が参
加した（注4）。
　ここでは2018年度を事例としている。今年はフィン
ランドのラップランド大学から教員 1 名、学生 3 名
（服飾デザイン専攻 1 名、テキスタイル専攻 2 名）が
参加した。ラップランド大学との交流はまさに2007年
のファッションショーへの参加を除き、WSは2009年
から10年目を迎えた。
　ハワイ大学マウイカレッジとは 2 年目の交流となる。
今年は日系およびメキシコ系のハワイ人の学生が日系

図1　ラップランド大学アナ・ヌウティネン教授（前列右から2人目）

図2　ハワイ大学マウイカレッジからのゲスト（前列中央3名）
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3 世の教員とともに訪問してきた。
　先の 2 年間は、山口市の徳地手漉き和紙の体験と本
藍染め工房やデニム工場での研修さらに日本建築の研
修や着付けのワークショップを行なった。
　今年は 3 年目で、先の 2 年のように単に試すだけで
はなくグループの服飾作品のための素材作りのWSへ
と発展することができた。従来は実際の制作のための
素材は、あらかじめプロが制作したものを用意してい
た。
　これらは、伝統的な地域資源としての工芸の継続、
再生および新たな地域資源開発の一環として活動して
いるアトリエを訪問して行なわれたものである。
　2000年頃に山口は西日本のデニムファッションの加
工中心地であり、多くのデニム工場があった。それ
故に、デニムファッションをテーマにしたジャパン
ファッションデザインコンテストin山口が2000年から
2009年まで産学公連携の下で行なわれた。
　その10年間に第21回国民文化祭が山口で開催され、
そこでファッション文化振興実行委員会がデニムを取
り上げたプロジェクトを多数企画した。多くのプロ
ジェクトに市民を巻き込むことになり、その結果、デ
ニムが山口文化として定着しはじめた。
　山口県にデニム加工が地域資源として認定された。
こうした経緯で、デニムを地域資源としてとらえて、
2000年から現在まで筆者のプロジェクトの定番素材と
して取り入れている。
　さて、現在日本では地域創生の政策として地域おこ
し協力隊の制度（注5）がある。地域を活性化するために活
躍する若者を都会から募り、審査して数名の若者が地
域ごとに、市町村の公務員として地域に滞在する制度
である。彼、彼女らは何かのテーマをもって地域活性
化をするために活動し、卒業後に地域で起業すること
が期待されるだけでなく、支援を受けることもできる。
　山口市徳地は江戸時代には紙漉および問屋の機能が
あり、西日本の拠点として有名であった。第 2 次世界
大戦後、徳地の藤木地域ではほとんどの家が家内工業
として家族で手漉き和紙を行なっていた。1973年頃か
らの瀬戸内地域の工業化により人手が必要になり、徳
地の多くの人々は重労働の紙漉をやめて、バスの送迎
付きの瀬戸内の工場での仕事に移行した。
　その後、徳地では千々松和紙工房と山内家のみが和
紙漉きをするだけになってしまった。特に千々松和紙
工房の主人は高齢であった。そこで、上記の地域おこ
し協力隊の制度を使い息子、千々松友之が 3 年前に大
阪でのサラリーマン生活を止めて地元に戻り、和紙漉

きの修行をした。今年この制度を卒業し、千々松紙工
の名前で起業した。
　また、防府市富海地区では藍染めを地域づくりに活
用しようと、藍染めを農業から活動する地域おこし協
力隊を募り、染色家の大道竜二が東京からやってきた。
大道も 3 年の期間を終えて、同様に、この秋から「草
衣so-i」を防府市富海の古民家を再生して立ち上げた。
　さらに、2014年に筆者が当時のプロジェクトの実行
委員長として立ち上げた「山口とくぢ和紙振興会　結
の香」を中心とするプロジェクトは、上記の山内幸彦
が中心に地域活性化の活動として、振興会メンバーと
ともに紙漉を行い、依頼を受けて固有のアトリエや出
張形式にてWSを行なっている。
　SGFWSの目的の根底に、こうした機関の活動を支
援することも含んでいる。
　従って、こうした素材を扱うことで地域の歴史や
伝統を背景として、サスティナブルな意識をワーク
ショップ参加者がもつことになる。

（ 2 ）テーマ「Diversity and Inclusion in Fashion」
　SGFWS はやまぐち国際・地域文化フォーラム実行
委員会が公益財団法人東芝国際交流財団の助成事業に
採択されて実施しているものである。海外の大学から
教員及び学生を招聘し、 5 日間のワークショップで服
飾デザインを行い、ファッションショーにて披露する。
異文化を背景に持つ若者が言葉や文化の壁を越えて、
日本を中心に相互の国の自然や文化を理解し、共創に
よって新たな服飾デザインを開拓することを目的とし
ている。
　今年のSGFWS 2018は、フィンランドのラップラン
ド大学より 4 名、アメリカ合衆国のハワイ大学マウイ
カレッジ（以下でマウイカレッジと記す）より 3 名、
本学より教員と学生12名の計20名で共創した。ワー
クショップのテーマは、「Diversity and Inclusion in 
Fashion」で行った。
　このワークショップは多様な文化や美意識をもった
3 カ国の人々によるものである。今日の社会は老若男
女、年齢、国籍、プロとアマチュア、さらに健常者と
身障者などの壁を越え、誰もがファッションを楽しむ
ことができるという考え方が必要になっている。こう
した背景から、上記のテーマを設定した。
　ラップランド大学からは退職したラスタス教授に代
わって着任されたヌウティネン教授がファッションの
学生 1 名とテキスタイルの学生 2 名を連れて参加した。
学生についてはプロジェクトにて招聘した。
　ハワイ大学マウイカレッジからは、マエダ教授と学
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生 2 名が自発的な形での参加となった。
　ワークショップの企画・運営およびディレクション
は、水谷由美子が担当し、髙橋潤一郎は学生の立場で
運営全体のリーダーとして貢献した。
　ヌウティネン教授とマエダ教授は、すべてのデザイ
ンプロセスにおいて、ディレクションを行うとともに、
制作においても具体的な指導を行なった。

（ 3 ）各大学からのプレゼンテーション
　まず初めに、ラップランド大学とマウイカレッジの
2 校の大学紹介と活動紹介が行われた。それぞれの大
学の文化的背景や服飾デザインのコンセプトや手法な
どを知り、相互に理解するツールを持つことで、WS
における共創の基盤を作ることができる。
　ラップランド大学からは、学生 3 名による大学紹
介・学生作品の映像の紹介などがあった。マウイカ
レッジはマエダ先生からゴミゼロZero-wasteを目指し
ているキャンパスや学生たちの生活の紹介があった。
　その後、両大学の学生により、持参したテキスタイ
ルおよび服飾作品のプレゼンテーションがあった。寒
冷地である北欧と温暖なハワイのそれぞれの風土を背
景としたデザインが紹介され、デザインと国あるいは
地域の特徴があることが参加者には容易に理解された。

（ 4 ）地域資源を用いた素材作りのワークショップ
  本ワークショップでは、山口の地域資源である伝統
工芸のアトリエや新たな地域資源となったデニム加工
工場での研修を行なった。ワークショップのための
フィールドワークとして以下の施設を訪問した。
a ）藍染
　2017年に続き防府市富海に出かけた。前回は清水家
住宅で 2 名の防府市地域おこし協力隊から指導を受け
た。その内の 1 人であった大道竜士が、 3 年間の期限
を終えて、富海の古民家を改修し本藍のアトリエ「草
衣 so-i」をオープンさせた。事前に大学で折り紙染め
の講習を受けて準備をし、現地では折り紙染めの他、
板染めで服飾作品の素材用の布を染めた（図3）。
　大道は藍の植物を育てるところから始めており、染
める素材や過程などですべて自然な方法で行なうこと
にこだわっている。
b ）徳地和紙
　次に、山口市徳地にある「山口とくぢ和紙振興会
結の香」（木村和枝 会長）に出かけた。この振興会
はかつてどこの家でも和紙漉きをしていた伝統から、
地域のまちづくりとして、それぞれが別の職業をもっ
ているが、地域での手漉き和紙を復興させ、地域の活
性化をはかろうと立ち上げられたものである。

　アトリエは元ガソリンスタンドを改装して生まれた。
ここでは木村が以前から手掛けていたマーブル染めや
定番で和紙漉き体験を提供する葉書漉き、さらに唯一
和紙漉き職人である山内幸彦による本格的な手漉き和
紙のデモンストレーションと体験などをした（図 4 ,
図 5 ）。
　もみ和紙の手ほどきもうけた。また十文字漉きなど
の説明を受けて、服飾に利用しても強度等十分に耐え
うることなどについて説明を受けた。このWSは国内
外の両方の参加者に感動を与えるものであった。

図3　藍染体験

図4　和紙を漉いているところ

図5　漉いた和紙を簀からはずす作業
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c ）文化財・工場見学
　日本の伝統文化に触れるために、室町時代に山口を
支配していた大内氏の時代に建立され国宝指定の瑠璃
光寺五重の塔や、名所旧跡に指定されている常栄寺雪
舟庭を視察した。建物は勿論のこと、宗教観や仏教観
などに質問が及び、海外の学生たちは普段から日本の
思想に興味をもっていることが理解された。
　山口県繊維加工協同組合の理事長をしている岡部泰
民は、産学公で実行委員会を作り、デニムのファッ
ションコンテストを2000年から2009年まで開催した。
そこから生まれたブランドが「匠山泊」である。その
工場は現在、山口駅近くに移り、高品質の商品の加工
を行なっている。
　匠山泊はプロジェクト型ファッションブランドであ
る。山口県は全国で唯一デニム製品の加工を地域産業
資源に認定しており、匠山泊は「Re維新」ブランド
のリーダーとして、高品質のジーンズを開発し、2016
年度には山口県特産品振興奨励賞を受賞している。
　海外ゲストからは、製造産業の空洞化から再出発と
いう課題をフィンランドとハワイともに抱えていると
いうコメントがあった。匠山泊が行ってきた活動に触
れて、問題意識をさらに深めたようだ。
　また、工場視察においては手仕事に関してや納品先、
受注先など自分たちが同じ様な地域振興をするならば
どうしたら良いのかという様な質問も挙がっていた。
d ）着物文化と着付けWS
　山口県立大学の茶室兼和室において、西脇末美講師
を招いて着物の着付けWSを行った。フィンランドの
ファッションを学んでいる学生が振袖の着付けのモデ
ルになった。その後、全員が浴衣の着付けをした。
　着付けのみならず、着物の構造についての指導を受
けた。着物が１枚の布から作られ、捨てる部分が一切
ないというサスティナブルな側面を知った学生は、今
までとは異なった着物への興味を持ったようだ。その
説明を受けて感嘆の声が上がっていた。
　着物をデザインの参考にしていたメンバーは、襟や
裾、袂といった詳細な部分までよく観察していた。

（ 5 ）服飾デザインのWSとそのプロセス
a ）全体テーマの紹介とグループテーマの設定
　まず企画者の水谷からSGFWS2018の全体テーマ
「Diversity and Inclusion  in Fashion」の説明があっ
た。
　次に、参加学生を 3 つのグループに分けた。これは、
3 カ国の学生がバランスよく混じるように意図した。

そしてグループごとのテーマを決めるためにブレーン
ストーミングを行なった。次に全体テーマから連想さ
れる言葉を書き出し、言葉のツリーを作り、関心を可
視化して各グループのテーマ設定へと導き、決定した。
b ）デザイン・ペルソナ
　次にペルソナを設定した。ペルソナは、製作した衣
服をどのような人物が着るのかを細かく決めていくこ
とである。年齢、趣味、家族構成、好きな色、好きな
食べ物など、ありとあらゆる事を決め、その人物がど
んな時にどんな気持ちで、なぜこの服を着たいのかを
考え作品に落とし込んでいくのである。工業的なデザ
インであれば、マーケティング調査なども行った上
でペルソナを設定するのだが、当プロジェクトはWS
のために、プロトペルソナ手法（注6）で決定していった
（図 6 ）。

図6　ペルソナ、デザイン決めの様子

c ）ムードボード作成
　その後、テーマとペルソナより発想されるイメージ
を可視化するためにムードボードを作成した。この
ムードボードには、作品の色や質感、参考にするデザ
インなどや、この作品をどこで着るのか、どの様に着
るのか、素材はどの様なものを用いるのかなど多岐に
わたる。それら全てを画像で一つのボードに貼り付け、
全員で見る事で、作品のイメージを作成者のみならず、
プロデューサーやエディター、スポンサーなどにもわ
かりやすく伝えることができる。本ワークショップで
は、各チームやプロデューサーである教授陣にプレゼ
ンテーションをするため、チーム内の作品への意思統
一のために行った。ペルソナからムードボードを作る
プロセスにおいて、グループ間のコミュニケーション
では、ストーリーが生まれていた。
d ）デザイン・制作
　最後に、ドローイングを描き、プレゼンテーション
を通じてディスカッション後、デザインを決定した。
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その後、地域のアトリエで作成した藍染の布と和紙そ
してデニムを用い、服飾造形用の素材作りを行いなが
ら製作を進めた。作品完成後は再度プレゼンテーショ
ンを行い、意見交換をした後、多少のデザイン変更や
モデルが着た時の問題点に関する修正を加えファッ
ションショーに備えた。
e ）制作条件
　各チームが使用する材料は、デニム（150㎝幅 2
ｍ） 1 枚、漂白シーチング（1.1㎡、藍染加工用） 1
枚（図 7 ）、徳地手漉き和紙（90㎠） 2 枚であった。
素材の大きさは問わないが、 3 種類を作品のいずれか
に必ず使用しなければならない。
　その他、布用のペイント材料などを準備し、自由に
染織あるいはペイントする環境を整えていた。

図7　各チーム 藍染した作品

（ 6 ） 3 チームの作品の概要
　ここでは、チームごとにテーマ、ペルソナ、ムード
ボード、ドローイング、プレゼンテーション、意見交
換、デザイン決定、素材・テキスタイル作成、製作、
作品プレゼンテーション、完成と順を追って説明する。
あくまでも可能な範囲で記述する。
1 ）チーム 1 　テーマは「Mix of Cultures」である。
　参加メンバーはイェンニ・マルティカイネンJenni 
Martikainen（Fin）とアルマ・ヒエダAlma Hieda
（Hawaii）、下川まつゑ、鈴木沙江、（制作補助：
矢吹毬衣）であった。
a ）テーマ
　チーム１のテーマ「Mix Of Cultures」における
Culturesは、デザイナーの母国であるフィンランド、
ハワイ、日本の 3 国の文化を前提にしていた。ヒエダ
はメキシコ系のハワイ人であったために、メキシコの
装飾文化も含めて、刺繍についての議論をした。モ
チーフについてはヒエダがハワイの花を使いたいとい
う意見を出した。
　それに対して鈴木が 3 国のそれぞれの特徴を組み合
わせる提案をして、メンバーの意見が一致した。メイ

ンテーマの「Diversity and Inclusion  in Fashion」に
立ちかえり、 3 国の文化の多様性を内包する作品を目
指しテーマを「Mix Of Cultures」に決定した。
b ）ペルソナからシナリオへ
　ペルソナは女性で名前はカオリ、国籍は日本、年齢
は30歳で石川県の出身である。テーマであるダイバー
シティから、他国の文化を受け入れるイメージをグ
ループ内で持っていた。そこから、海外に行くことが
好きなアクティブな人ではないかと想像した。カオリ
は旅行を趣味としており、大学時代には国内外の様々
なところへ旅行に出かけ、また語学の勉強にも力を入
れた。旅行には一人で行くことも多く、決断力と行動
力のある性格をしている。彼女は大学卒業後も世界各
地を渡り歩いており、その各地で見た無駄や多量のゴ
ミなどに心を痛め、Zero Wasteに興味関心を持った
人物である。
　Zero Wasteというキーワードは、テーマを決める
際にフィンランド学生のマルティカイネンが提案した。
このワードは下川の学部の卒業制作で取り上げたテー
マだったので共感が得られた。Zero Wasteという社
会問題に関心のある知的な女性がインクルーシブとダ
イバーシティのペルソナにぴったりではないかと鈴木
が提案し、他メンバーがそれに賛成し、テーマが決定
された。
　課題としては、ペルソナを考えるにあたって、人物
像をどの程度、細かく特定していくかという認識の違
いがあったことから、具体的にペルソナをしぼってい
くのに苦労した。
c ）ムードボード
　ペルソナが世界を旅してきて、それぞれの国の文化
に興味をもっていることから、国際的なWS参加メン
バーの服飾文化を織り込むことにした。
　そこで、ムードボードには日本の刺し子、フィンラ
ンドとメキシコの伝統的な刺繍、小紋を着た女性そし
て日本の伝統的な文様などを配置した。下川と鈴木が
イメージ画像を選び、それらを見ながら、ヒエダとマ
ルティカイネンの意見を元にムードボードを作成した。
マルティカイネンが刺し子に似たフィンランドの刺繍
の画像を追加した（図 8 ）。
　テーマの「Mix Of Cultures」を反映するために、
メンバーそれぞれの興味ある装飾技術やモチーフ等を
出し合い、融合させるデザインをする方向性がムード
ボードから出て来た。
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d ）デザイン
　デザイン画はメンバーのアイデアを組み合わせて 1
着の服を作ることにした。鈴木が提案した着物の合わ
せを使用したIラインシルエットのワンピースを元に
マルティカイネンが襟を着物の襟のようにクロスする
ことを提案した。どの国の要素をどの様に表現するか、
多様な国の文化を内包させるか、選択と決定が難しい
点だった。結果的にはシンプルなワンピースにワンポ
イントでそれぞれの意匠を配置することにした。
　ワンピースの全体的なシルエットは、Zero Waste
の考え方から着物を参考にすることに決め、特にワン
ピースの襟部分のデザインを着物風にした。半襟を参
照して、襟にハワイのハイビスカスを配置した。そし
て、フィンランドの伝統的な刺繍に見られるドット風
にして図案化した。胸元か裾までの中央部分には、藍
染で柄を大きく配置し、一見するとモチーフが日本の
伝統的な文様と気づかれにくく、且つワンピースの一
番目を引く部分を形作った。この中央部分とワンピー
スの合わせ部分の交線は異なる文化の交点を表してい
る。Aラインの裾と明確なラインはエレガントな若者
に似合う様に考えられている。ベルト部分はワンピー
スの右脇で結び止める様にし、前面部には回さず後ろ
だけに回して留めるデザインにした。このベルトも襟
と同じ模様をプリントした（図 9 ,10）。
e ）プレゼンテーション
　プレゼンテーションにおいては、ムードボードから
なぜこのデザイン画になったのかが弱いということが
意見としてあげられていた。デザイナーの中にはイ
メージはあったようだが、それを視覚化するムード
ボードに表現できなかったことが反省点である。
f ）制作
　制作においてグループを悩ませたのは帯と襟のプリ
ントと、細かなパターンの内容である。プリントは、
手書きも考えたが最終的には型を作り、染めを行った。

図8　チーム１　ムードボード

図9　「Mix Of Cultures」正面

図10　「Mix Of Cultures」背面
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また、パターンはダーツをどこにどれだけ入れるのか、
美しい襟元や袖のラインを作るためにはどうしたら良
いかを決めるのに大半の時間を費やした（図11）。

図11　製作風景

g ）最終プレゼンテーション
　最終プレゼンテーションでは、ベルトの留め方の意
見が出たので、本来は結んで留める予定だったが、和
紙のベルトのため強度も考え最終的にはホックで留め
ることに決まった（図12）。

図12　完成作品プレゼンテーションの様子

2 ）チーム 2 　テーマは「Freedom  of  shape  and 
gender」である。参加メンバーはエヴェリイナ・ム
オトゥカヴァアラEveliina Muotkavaara（Fin）とナ
オミ・ヤマグチNaomi Yamaguchi（Hawaii）および
川口千穂、石川瑛理奈、山本成美、（制作補助：升田
有紀）であった。
a ）テーマ
　メインテーマからイメージする言葉を各自で挙げて
いくなかで、石川がムオトゥカヴァアラの出した「形
がない」という意味の英単語に惹かれる。また、チー
ムメンバーのほぼ全員がLGBTやgenderlessといった
文化に興味を持っていたことから、全員が出した言葉
が大きく分けて性別のない、形のない、自由な、とい

うジャンルにまとめられた。そういったなか、特に
genderlessに興味を持つ川口が、男女間での服装の違
いについて討論を投げかける。男性が普段着としてス
カートを履く文化があるかどうか、男性がメイクアッ
プをする文化が浸透しているかどうか。例えば乳幼児
服には男女の違いは形にはない。色や柄で男女差が表
れているのではないかというムオトゥカヴァアラの発
言にメンバーが皆納得した。以上を踏まえ、性別も形
も色も自由なものを表現したいという想いがあること
に各々が気付き、自然と導かれる形で作品のイメージ、
方向性が決まっていった。最終タイトルには、ハワイ
大学のナオミがこれらを総括したFreedom of  shape 
and genderを提案した。一同が賛成し、決定した。
b ）ペルソナからシナリオへ
　ペルソナについて、名前を山田 海でその他の特徴は
女性、20歳、父と母と兄とペットの犬の 4 人と 1匹暮
らし、大学の建築学科に通い、趣味の音楽ではベース
を弾く、旅行が好きでいろいろな種類の建物を見るの
が趣味、そして恋人はいない。ロックミュージックを好
みメンズライクなファッションを好む女性を設定した。
　アイデアの具体化の段階で、あらかじめモデルは女
性に決めていた。全員で話し合う際、男性でも女性で
も着られる作品にすることはペルソナ設定の段階で意
識していた。ムオトゥカヴァアラは、形という言葉か
ら、彼女は建築を学んでいると考えた。建築学科に通
う大学生である。旅が好きで、旅先では建造物をよく
観察する。ナオミは、音楽は性別の差が特にあらわれ
ない趣味だと考えた。音楽活動をしている山本が、自
身の経験から女性に人気の楽器はベースだと言った。
こうした会話の過程で、ペルソナのロックでメンズラ
イクなイメージの女性像が形成されてくる。彼女は
ペットとしてフレンチブルドッグを飼っている。山本
のスタイリッシュな様子で散歩させているという発言
に、石川が都会的な雰囲気であると付け加え、ステー
ジではサングラスをかけるのはどうかという川口の意
見に全員が賛同し、サングラスをかけるということも
ここで決定した。
c ）ムードボード
　形、性別で大きく分け、イメージを可視化した。形
の面では、各々の国の身近でなじみのある自然、建造
物を挙げた。ペルソナの名前でもあるように、ハワイ
のマウイ島から来たナオミは、海をイメージした。海
は形がなく、自由で美しい青色をしている。ペルソナ
の山田海は建築好きなので、ロヴァニエミから来たム
オトゥカヴァアラは、山口に来て面白い建築物を見た
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と山口情報芸術センターの写真を提示した。そしてそ
れを受けて、ラップランド大学に留学体験のある川口
が、それと似た建築物をロヴァニエミで見たといい、
アルバー・アアルトが設計したロヴァニエミ市立シア
ターの写真を挙げた。これら 2 つの建築物に共通して
いる造形的なエレメントは「波」である。これが作品
制作の大きなヒントになった。
　性別の面では、体のシルエットが出ないオーバーサ
イズの服や、男女間で差がないジャケットやパンツス
タイルのもの、ロングコート、特に、山本が提案した
デニムのパッチワークのジャケットの画像に皆が共感
し、パッチワークを技術面で取り入れることに決定し
た。genderlessのテーマから、メンズスカートの画像
等を選出した。石川は、素材に日本らしいものを使い、
色やエレメントでフィンランドとハワイらしさが表現
できればと提案し、皆が賛成する。そこで、ハワイの
海やフィンランドのオーロラなど自然現象からカラー
バランスを考えた（図13）。

図13　チーム２　ムードボード

d ）デザイン
　デザイン画制作では、イメージボードをもとに、初
めは各々でデザインを考えた。そのなかで、全員が
パッチワークの技術を取り入れた描写をしていた。そ
れ故に、パッチワークの衣装を作ることはすぐに決定
した。形については、ビッグシルエットのジャケット
に決定された。女性であればワンピーススタイルと
して、男性であれば下にパンツをはいて着用するユニ
セックスのジャケットである。
　限られた時間で制作するため、衣服として多くの
ピースを作るのではなく、ひとつのピースのなかで時
間をかけた作品を作る方が良いのではないかという意
見を、デザイン画をまとめる担当の川口が出して全員
の同意が得られた。デザインのディテイルは、川口の

デザイン画を中心に議論し、決められた。
　襟のデザインについては、山本のデザインから、着
物の襟をイメージしたものが取り入れられた。また、
ムードボードからヒントを得た、波の造形的エレメン
トは右肩に施し、カラーバランスにある色でパッチ
ワークのつなぎ目を彩るアイデアが出た。細かなとこ
ろのデザインに、参加者の感性が反映されている。
　デザイン画の清書は川口が行った。デザインの特徴
としては、各パッチワークがそれぞれ大きさや形が異
なり、全てのテキスタイルデザインが異なっているこ
とが挙げられる。また、右側サイドに施された波をイ
メージした装飾と、バックの三分割にされた大きなサ
イズのパッチワークも目を惹く部分である（図 14,15）。

図14　「Freedom of shape and gender」正面

図15　「Freedom of shape and gender」背面
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e ）プレゼンテーション
　ペルソナ、ムードボードそしてデザイン画を使った
プレゼンテーションでは、イメージがしっかりと膨ら
み、制作の方法なども確定していたので、全員が共通
認識を持つことができていた。その結果、他のグルー
プに発表内容が伝わりやすかった点はよかった。
　ムードボードの段階からデザイン画へと落とし込む
方法や、色、形がどこから来たのかというのが可視化
されていて理解しやすいという意見が得られた。
f ）制作
　制作は、各々の得意分野を活かして進めていった。
パターンの得意な山本が立体裁断でパターンを制作
し、テキスタイルデザインを学ぶムオトゥカヴァアラ
は、パッチワークのピースとなるテキスタイルを布描
き絵の具を用いて試作を重ね、制作した。パターンが
完成した後、一度平面に起こし、紙に線を引き、パッ
チワークのピースを制作していった。
　生地を染めるときの色決めや、どこにどの生地、デ
ザインを配置するかについては、デザイン画制作者で
ある川口が取りまとめた。波のエレメントはハワイ大
学マエダ教授のアドバイスのもと（図16）、ナオミが
制作した。円形に裁断したものを真っすぐに広げ、波
として表現した。石川は藍染めの布を用いた右袖に細
かなアレンジを加え、ムオトゥカヴァアラは左袖に
オーロラを意識したカラーのステッチを施した。皆で
アドバイスし合いながら制作を進め、個々の持つ感性
や技術が詰まった作品が仕上がった。それは全員が納
得できるものだった。

図16　製作風景

g ）最終プレゼンテーション
　最終プレゼンテーションでは、作品が完成しておら
ず、襟が付いていない状態での発表となった。襟は、
着物のようにして、チャックの部分を隠すようなデザ
インを考えていたが、水谷教授とヌウティネン教授の

アドバイスのもと、デニムの裏を表にして使用するこ
とにデザイナー全員が納得し、襟のデザインを変更す
ることになった（図17）。

図17　完成作品プレゼンテーションの様子

3 ）チーム 3 　テーマは「WRAP BODY」である。
参加メンバーはヤンナ・イド・エリイカ・マケラ
Janna Ido Eriika Mäkelä（Fin）と髙橋潤一郎、棟久
佑子、中村結菜、（制作補助：藤本めぐみ）であった。
a ）テーマ
　テーマの「WRAP BODY」は、ブレーンストーミ
ングの段階では、世代、種族、性別、国籍と色々イ
メージが出た。これを受けて、フィンランド学生のマ
ケラから、それら全てを内包するのは自然ではないか
という意見が出た。さらに棟久から、自然の本質は場
所や時間によって変わるという多様性に満ちていると
いう意見が出た。この大きな 2 つの意見を踏まえ、こ
のグループのテーマは、「多様性に溢れた自然に包ま
れる」というコンセプトを決め、テーマを「WRAP 
BODY」に決定した。
b ）ペルソナからシナリオへ
　ペルソナは、女性、15歳、日本人の父親とフィンラ
ンド人の母親を持ち、モモンガをペットとして飼って
いる、自然をこよなく愛しトレッキングやハイキング
が趣味である。この無垢な少女は、自然に溶け込み全
ての人や物や事と一体感を感じることに幸せを感じて
いる。
　長野県に住んでいる母の故郷はフィンランドで、何
度か行ったことがあり、両国の森で遊んだことがある。
来年から高校生になることで、どちらの国で学校に通
うか少し悩んでいる。
　本ペルソナを設定するに当たって、ペットにモモン
ガを飼っているという意見が髙橋から出た。モモンガ
の見た目がモコモコしていることから、その後の作品
作りの中でキーワードとなる「fluffy=モコモコ」がグ



― 29 ―

山口県立大学学術情報　第 12 号 〔大学院論集　通巻第 20 号〕 2019年 3 月

ループ内で言われ始めたのもこのタイミングだった。
また、ペルソナは無垢な少女が良いということはグ
ループで決まったのだが、無垢な少女の年齢について
多少のディスカッションがあった。
　本WSではグループの作品を着るモデルが予め決
まっており、余り幼すぎるとモデルと作品のイメージ
がかけ離れてしまうことが問題であった。無垢な少女
の最高年齢は何歳かという議論の決着が暗礁に乗り上
げかけた時、中村が「中学生までは無垢です」という
発言にグループ内が納得し15歳という年齢が決まった。
c ）ムードボード
　このペルソナのイメージからムードボードには、森
の中にいる印象が多い画像が多く選ばれた。フクロウ
の親子、ペットのモモンガ、オーロラが見られる森、
トナカイ、苔が形作る老人の顔、葉っぱで装飾された
女性やドレス、森の中で佇む女性などである。また、
デザインのイメージを固める画像には「モコモコ」の
柔らかな包み込まれるイメージのドレスが多く挙げら
れていた。
　このチームの特色として、役割分担を行なったわけ
ではなかったが、 1 人 1 人が自分で役割を決めて自然
に作業を行えたことだ。主に、イメージ画像はマケラ
と髙橋が探し、デザインのイメージ画像は棟久と中
村が探した。特にディスカッションする訳ではなく、
各々が直感的に選んだ画像をお互いに確認してイメー
ジソースを抽出し、最後にイメージパートとデザイン
パートに整理するという方法でムードボードが作られ
た（図18）。

図18　チーム３　ムードボード

d ）デザイン
　デザイン画は、グループのメンバーがそれぞれ、
“モコモコ”と包み込む、無垢な少女をイメージして
描いた。最終的には、持ち寄ったデザイン画の中から
一つを選び、それぞれのメンバーのアイデアを取り入

れてデザインを決定した。マケラのデザイン画をベー
スにした。この段階で、メンバーは森に包み込まれる
イメージと、モコモコ感、無垢な印象、と自分たちの
作りたい作品に合致していると確信していた。しかし
ながら、デザインの最終段階で作品が15歳のペルソナ
にはアダルト過ぎるという意見が出たことで、問題を
抱えることになる。結局、メインデザインに髙橋の頭
を包み込むディテイル、棟久の提案していた藍染め装
飾のある巻きスカート、そして中村の提案したベルト
部分に浴衣の半幅帯を付けるというアイデアを盛り込
み最終的なデザインが決定した。また、デザイン画の
清書はメインデザイナーのマケラが行なった。
　デザインの特徴として、最も目を惹く箇所は、デニ
ム生地の耳の切れ端を使用して作られる上着である。
切れ端のみを緑に染色してスケルトン状になっている
点である。また和紙をワンポイントで使い、頭部を包
み込む素材として用いている点だ（図19,20）。
e ）プレゼンテーション
　プレゼンテーションでは、シャツのデザインから胸
部が丸見えになることへの注意点、“モコモコ”をど
のように表現するかムードボードのどの部分から発想
したのかなどの意見が出ていた。
f ）制作
　制作段階では、インナー・スカートの立体裁断をマ

図19　「WARAP BODY」正面
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ケラを中心に行った。シャツは素材の染色を髙橋が行
なった。森のイメージで緑色をベースに何種類かの異
なった緑に染色を行ったのだが、染料が乾いた後には
肉眼では殆ど同じ色に見えてしまうという失敗があっ
た。マケラと髙橋が染色の終わった素材をボディに合
わせながら成形した。中村と棟久がスカートと帯の縫
製、さらに藍染の素材の切り分けを行った。中村はさ
らに和紙の半分に青と緑でペインティングし、頭部の
ショール素材を作成した。このショール部分は皆で実
際に何度も頭に巻きつけてどのような形にするかを決
めた。そしてもう半分は無地のまま、棟久が帯の装飾
を制作した（図21）。

図20　「WARAP BODY」背面

図21　製作風景

g ）最終プレゼンテーション
　最終プレゼンテーションでは、特に和紙の装飾部分
での意見が多く上がった。ヌウティネン教授からは、
帯の飾り部分を中央に配置する案や、後ろに配置する
案、ショールはシャツの造形を見せた方が良いので襟
元を隠さないようなデザインに変更する案などがでた。
4 ）まとめ
　以上の通り、「Divers i ty  and  Inc lus ion  in 
Fashion」という共通のテーマで、各チーム 5 日間と
いう短い期間で作品を完成させた。この期間の中で地
域文化や地域資源のワークショップを行ったので、服
飾作品の制作は極めて限定された時間であった。
　具体的には、端材を素材として活用するグループや、
Zero-wasteを目指し全ての素材を無駄なく使ったグ
ループもあった。また、ブリーチや染色、ペインティ
ングなどの技法を各グループが使用していた。
　ペルソナから展開されたシナリオを基軸に、ムード
ボードやデザイン画が作成されたので、各グループで
それぞれに特徴のある作品が完成した。全体テーマや
素材に共通性があったが、見事にユニークな作品が完
成した。
　モデルの中には、生活の場面で着てみたいという感
想を述べた者があった。 5 日間のワークショップで、
参加メンバーは異文化や言葉さらに服飾デザインや染
織の経験などの壁を越えて、 1 つのテーマを目指し
て、共創をした。集中的なワークショップだったので、
“fight！”を掛け声に皆が頑張った。
　2019年 3 月にはロヴァニエミで開催されるアーク
ティック・デザイン・ウィークADW2019 で、今回の
作品が展示される予定になっている。
５）参加者と役割
  本章の最後に参加者の名称、所属そして役割につい
てリストアップしておく。
●企画・マネジメント・デザインディレクション
　水谷 由美子
●デザイン・ディレクション
　Ana Nuutinen （University of Lapland, Finland）
　Cheryl Maeda （University of Hawai’i Maui 　
　College, United States of America）
●デザイン・制作
　Maaria Eveliina Muotkavaara
　Janna Ido Eriika Mäkelä
　Jenni Eveliina Martikainen
　（University of Lapland,Finland）
　Alma Hieda/ Naomi Yamaguchi
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　（University of Hawai’i Maui College,United States of America）
　下川 まつゑ / 髙橋 潤一郎（山口県立大学大学院国
際文化学研究科 1 年/ 2 年） 川口 千穂・棟久 佑子 / 
石川 瑛理奈・鈴木 沙江・中村 結菜・山本 成美 / 制
作補助：藤本 めぐみ・升田 有紀・矢吹 毬衣（山口県
立大学国際文化学部文化創造学科 4 年/ 3 年/ 2 年）
（図22）

図22　アグリアート・フェスティバル2018　フィナーレ

3 .　アグリアート・フェスティバル2018について
（ 1 ）テーマ「移住」の背景とデザイン
　アグリアート・フェスティバル（以下ではAAFと
記す）は2013年からはじまった。その目的は若者に農
業に興味をもってもらうこと、そして実際に農業をす
るために着られる服装を商品化して着てもらうことで
ある。
　次に、AAFは長門市の油谷にある東後畑の棚田の
ブランディングを目的としている。全国の棚田百選に
選ばれた風景を維持あるいは発展させるために少しで
も力になることである。
　この活動がはじまった頃、長門市はこの棚田で自然
栽培米の栽培をはじめた。それ故に、実際にAAFで
は自然栽培米の紹介をしてきた。
　長門市との共同で、AAF実行委員会が毎年立ち上
がり、継続してきた。今回は地域の課題解決を目指し
て、テーマを求めた結果、長門市から「移住」という
テーマが出て来た。そこで、長門市の協力を得て、長
門市への移住者 2 名にインタビューを行なった。さら
に、インターネットで事例を調査し、かつ身近な農業
者から情報を得て、現状認識を行なった。その後、ゼ
ミのメンバー（ 3 年、 4 年の 6 名）で 2 名ずつのグ
ループを作り、各グループでペルソナを設定し、農作
業着のデザインをするためのシナリオを考えた。
　インタビュー対象者が I ターンと U ターンとして
移住して来た人だったので、今回のペルソナもそのど

ちらかのタイプの移住を考えることにした。
１）グループ１のテーマは「FLEXIBLE PLEATS」
でメンバーは石川瑛理奈と鈴木沙江である。
　ペルソナの女性は23歳で名前は森沙織で、中学校の
美術の教師をしている。夫は24歳で中学校の数学の教
師をしている。 2 人は東京の大学で知り合い結婚した。
男性は長門の出身で、地元で働くために U ターンと
いう形で、夫婦で長門に戻ってきた。 2 人は男性の両
親が持っている畑で休日に農作業を手伝っている。
　ムードボードでは都会暮らしから、長門へ移住し、
自然の中での生活を楽しんでいることを表現した。料
理やサイクリングにも興味を持ち、 2 人のアクティブ
な要素を取り入れた（図23）。

図23　グループ１　ムードボード
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　 2 人が着用するワーキングウェアとして、機能的で
ありながらスポーティーなデザインにした。
　ワーキングウェアの特徴として、都会的な要素である
プリーツを用いた。袖や背中、ズボンの脇などにプリー
ツを取り入れ、スリムなシルエットでありながら、農作
業時の動きを妨げないという機能性を考慮している。
　女性のメインカラーは赤で男性は紺を使い、相手の
メインカラーをお互いのサブカラーとして取り入れた。
また、赤色は長時間の日照による熱を吸収しにくい性
質があるため比較的涼しく、紫外線も吸収でき、日焼
け防止にも繋がる。素材は撥水加工の生地を用い、汚
れにも耐えられるようになっている（図24）。
２）グループ 2 のテーマは「カフェ・アグリ」で、メ
ンバーは棟久佑子と中村結菜である。
　ペルソナは38歳の女性で名前は中岡葉子。夫と 2 人
の子供がいる。福岡から実家がある長門に U ターン
として移住してきた。福岡ではオーガニックのサプ
リを扱う会社に夫婦で勤めていた。移住した理由は、
オーガニックのものを自らの手で直接届けたいと思う
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図26　「カフェ・アグリ」①

図27　「カフェ・アグリ」②

ようになり、また趣味のハーブ菜園を活かしたカフェ
を営むという夢を実現するためである。そして何より、
アグリアート・フェスティバルを見に来たことがきっ
かけで子供が長門の自然や人々を好きになり、移住を
決意した。
　ムードボードでは趣味であるハーブ栽培の様子と、
古民家を再利用したハーブカフェのイメージを選んだ
（図25）。

図25　グループ２　ムードボード

長門でハーブカフェオープン
・古民家カフェ
・休日は子供もハーブ菜園を手伝う。

長門に移住した要因
・叔母が長門在住でよく遊びに行っていた。
・アグリアートフェスティバルに触れる。
　→ペルソナの息子の友人 ( 長門油谷小学校 ) が
　　棚田数え唄で出演！息子も長門に住みたいと
　　思うようになる。
・福岡に近く、引越しの準備に通いやすい。

福岡県薬院で結婚・共に薬院オーガニックに務める
ペルソナはWEB マーケティングに所属。
→オーガニックなものを自らの手で顧客に直接届けたい。
→ハーブカフェの夢を持つ。

ペルソナについて
・中岡葉子 (38) 女性
・家族構成：夫 (40)　娘 (12)　息子 (8)
・趣味：ハーブ栽培

　ハーブカフェのユニフォームとして、長門の美しい
自然の 1 つである夕暮れの棚田をモチーフにデザイン
したオリジナルテキスタイルを用いた。ゆったりしたシ

ルエットのワンピースタイプには羽織を合わせ、つなぎ
タイプにはエプロンを合わせた。上着を羽織ることで、
そのまま街着として着ていくことも出来る（図 26,27）。
3 ）グループ3 の テ ー マは「natural working wear」
で、メンバーは川口千穂と山本成美である。
　ペルソナは32歳の女性で名前は橘実花、夫は38歳で
2 人の間には 6 歳の男の子がいる。夫は陶芸作家、妻
は保育園に勤務する管理栄養士である。家族 3 人で東
京に暮らしていた。子供の成長とともに食事や生活環
境への関心が高まってきて、自然に囲まれた中での生
活を望むようになった。
　また、妻は趣味としているオーガニック野菜の栽培
を本格的に行ないたい気持ちと、夫は工房を構え創作
を行ないたい気持ちがあった。 2 人は息子の小学校入

図24　「FLEXIBLE PLEATS」
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学をきっかけに、 I ターンという形で長門に移住する
ことを決意した。
　ムードボードでは自然に囲まれた中での生活風景を
イメージした。ペルソナの女性は管理栄養士をしてい
るため、食への関心が高く、家庭菜園の様子も取り入
れた（図28）。

図28　グループ３　ムードボード
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　ワーキングウェアは、畑仕事（はなっこりーの収
穫）を対象にデザインした（図29）。男性はエプロン
付きのオールインワンのスタイルで、エプロンのポ
ケットには透明のビニール素材を用いたので、はさみ
などの道具を入れることができる（図30）。エプロン
を後ろで結ぶとつなぎスタイルとして着ることも出来
る。女性は普段の服装の上から着るだけで作業着にな
るワンピーススタイルである。スカートの後ろは短く
することで、しゃがんだ際に裾が汚れないよう工夫し
た。また、スカートの前部分はファスナーを閉めるこ

図29　「natural working wear」①

図30　「natural working wear」②

とで斜めがけバックにもなり、収穫物や出かけるとき
にも活用できる（図31）。

図31　「natural working wear」③

（ 2 ）地域ブランディングとしての「元乃隅の風」
　元乃隅神社（元、元乃隅稲成神社）は、2015年にア
メリカのニュース番組CNNが日本の最も美しい場所
31選の 1 つに選んだ。それを契機として突然のように
国内外から多くの来客が押し寄せるように訪問してき
たので、駐車場などが整備されてきた。
　2013年にアグリアート・フェスティバルを開始した
時には、想像ができない現象である。現在、インバウ
ンド観光で山口県においてもっとも訪ねたい場所とし
て、元乃隅神社が知られている。
　東後畑の棚田から海に向かって降りて行くところに、
元乃隅神社が位置している。1973年に建立された比較
的新しい観光地である元乃隅神社が、これほどまで国
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図32　「元乃隅の風」 図33　（左）陸風・（右）海風　正面

内外に有名になるまでは、東後畑の棚田と龍宮の潮吹
きが観光地の中心だった。
　そこで現在、長門市でもっとも国内外の注目を浴び
ている元乃隅神社に焦点を当て、「元乃隅の風」（注7）

をテーマに作品を制作することにした。水谷由美子は
2 部形式のドレスをデザインし、下川まつゑが 2 着の
セーラータイプのドレスとして「海風・陸風」をデザ
インした。
１）「元乃隅の風」
　ペルソナは海と陸を赤い鳥居が繋ぐ美しい元乃隅の
自然を見守る女神としたので、日常の服装ではなく、
アート作品として制作した。
　まず、オリジナルなテキスタイルを作ることか
らはじめた。そのために、AAF2017で用いたPhoto 
MusicVer. 2（注8）によって、風景写真からmompekko
の縞柄をデザインした技法を用いて、テキスタイルデ
ザインをすることにした。上着については、「元乃隅
神社」の晴れた日の俯瞰的写真を基にした。写真をス
キャンする途中の状態を残し、袖部分は写真のまま残
し、身頃の部分に縞がくるようにテキスタイルをデザ
インしている。
　下半身はデニムの裏を用いて、東後畑における 6 月
の漁り火が輝く夕暮れの写真を使用し、スキャン後に
できた縞柄を用いてプリントをした。
　ショーではモデルの安倍昭恵氏による堂々としてか
つ優雅なパフォーマンスで、ペルソナのイメージが十
分に表現された（図32）。併置した赤い鳥居の風景は

近くで見ると大胆すぎる程大きいために、安倍は一
瞥した時に着装を少しためらうような意見を出した
が、ショーを終えて大胆な柄も身にしっくりときたよ
うだった。
  2 ）海風・陸風
　元乃隅神社の美しい海の風景から着想を得て、海
風・陸風をテーマに製作した。海風とは天気の良い昼
間に海から陸に向かって吹く風のことをいい、陸風と
は夜間に陸から海に向かって吹く穏やかな風のことを
いう。今回、衣服をデザインするにあたって、海風・
陸風のイメージからペルソナを設定した。また海の
イメージから、海軍の制服として用いられているセー
ラー服をモチーフにデザインした（注9）（図33,34）。
　海風は、昼間の晴れた様子と海から吹く気持ちの良
い風から、居るだけで周りが明るくなるような可愛ら
しい女性をペルソナとした。スカートにはギャザーを
寄せ、風によってなびくようなデザインにした。
　陸風は、夜の静かな様子と海風よりも穏やかな風が
吹くことから、周りを包み込むような落ち着きのある
大人っぽい女性をペルソナとした。ストレートライン
のワンピースに、特徴的なセーラーカラーの丈を長く
し、歩くたびに揺れ動くことで、風を感じさせるよう
にした。
　また、神社という特別な場所におけるストーリーか
ら、衿から下がる飾りは、組紐で装飾を作る飾り結び
を取り入れた。延命長寿の意味合いを持つ「菊結び」
や、お守りにも用いられ、願いが叶うという意味を持
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つ「二重叶結び」など、縁起の良いとされる飾りを身
に付け、神社を象徴的に表した。
　ここではペルソナは元乃隅の風と一体となって場面
を作る役割も担っていたので、本来の詳細なペルソナ
の性質を設定していない。

（ 3 ）mompekko
　mompekko motonosumi 2018
　企画デザイン研究室では2013年より、おしゃれな農
作業着を目指してモンペッコの商品開発をしてきた。
モンペッコは、農作業をするための仕事着として、日
本で伝統的に使用されてきたもんぺを原型とし、オリ
ジナルに染織した布を用いて、毎年縞のデザインや形
を変え、改良に取り組んできた（注10）。
１）「元乃隅の風」でも述べたように、昨年、モン
ペッコ開発で取組んだ、やまぐち縞nagatoでは長門
市にある東後畑の棚田と元乃隅稲成神社（現元乃隅神
社）の風景写真をもとに、縞柄をデザインしプリント
によってmompekko素材をデザインした。AAF2017
の舞台上で新作mompekkoのプレゼンテーションをし
た場面では、PhotoMusic Ver. 2 の開発者の 1 人であ
るDOUZAN 11が、上記mompekkoのデザインに用い
た写真画像の配色から音楽を作曲し舞台で音楽の発表
もした。
　今回はこの実験を踏まえてデジタルデータを作成
し、布にデジタルプリントを施すことで縞柄を再現し
た。しかし、デジタルプリントをするためのコスト面

や、プリント可能な生地の素材が限られること、さら
に素材感による履き心地を重視した結果、商品として
の量産販売までもって行くことができなかった。　
　そこで今回、mompekko2017で抽出された色からス
トライプを組み合わせてデザインし（図35）、織物で
の再現を試みた。元乃隅稲荷神社の鳥居の風景写真を
もとに、海と隣接しているマリンな雰囲気を意識した。
織物の経糸には海を表した紺、空を表した水色、光を
感じさせる白、鳥居の赤、鳥居の反射を表したピン

図34　（左）陸風・（右）海風　背面

図35　mompekko motonosumi 2018

図36　 写真中央mompekko motonosumi 2018 白
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図37　mompekko motonosumi 2018 緑・赤

図39　開襟シャツ

図40　チュニック図38　mompekko motonosumi 2018 青

クの5色を組み合わせた。今回は緯糸として、白、緑、
赤、青を用いて 4 色展開にした（図36,37,38）。
　形については、昨年のmompekko  nagatoのシル
エットを参考に、足下はスッキリさせつつも、動きや
すさを妨げないよう、腰回りにはゆとりを持たせる
テーパードのシルエットを目指した。街着としても履

けるよう、裾にはゴムの開け口を作り、ゴムを抜いて
履くことも可能である。脇には縦の縞柄がくるように
直線に裁っている。
　また、mompekko motonosumi 2018の生地を用い
て開襟シャツ（図39）、チュニック（図40）の製作も
試みた。長門の風景を身に纏うことで、美しい自然や、
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地元の魅力をより認識してもらえるきっかけになれば
と考える。
　mompekkoは毎年進化させて商品開発を行なってい
る。しかしながら、農業を志す若い女性をペルソナに
設定しているが、金額が比較的高いこともあり、実際
に着用する人々は、30代以上である。
　今後の開発では、マーケティングの観点から今まで
の購入者などの傾向をさらに調査し、デザイン・ペル
ソナを具体的に設定したいと考えている。開発には基
本的なファンドが必要であり、量産化によってコスト
を下げられることがあるが、染織からオリジナルなも
のを作ることから限界もある。このような状況を踏ま
えながら、mompekko開発を次年度も実施したいと考
えている。

4 　結論と課題
 　本論では以上のようにUXデザインやサービスデザ
インにおいてマーケティングを視野にいれて活用され
ているデザイン・ペルソナの手法を、服飾デザインの
WSにおいて活用し、具体的な事例について検証した。
　スーパーグローバル・ファッションワークショップ
2018においては、すでに国際的なメンバーによるグ
ループワークにおいて、設定したペルソナを起点にし
て、メンバー相互のコミュニケーションを諮り、ムー
ドボード作成やデザイン画へと展開するのに役立って
いたことがわかる。
　アグリアート・フェスティバル2018における農作業
着においては、各グループ 2 人の間でのまとまりのあ
る作品を作るために有効であった。
　さらに、ファッションショーの舞台上において、ペ
ルソナから発展させてどのように作品をデザインし
たかについて、MCがモデルのパフォーマンス中に
語った。それ故に、観客の理解が深まるとともに、作
品の背景への想像力を高める効果があった。これは、
ショーの終了後に身近な観客から聞くことができた。
　デザイン・ペルソナは企業におけるサービスやもの
のデザインの開発をする時に、カスタマーの体験価値
の創出を優先してアイデアを出すために設定される架
空かつ代表的な顧客のことである。
　一般にはペルソナ設定の前の段階で非常に時間を要
する。サービスデザインのワークショップでは、プロ
トペルソナと言って、調査を飛ばしてペルソナのデザ
インから実施する場合もある。
　ラップランド大学のラスタス教授（現名誉教授）と
2013年からサービスデザインの手法やプロセスを服飾

デザインに応用してきた。今回はアナ・ヌウティネン
との新しい関係が構築された。またハワイ大学マウイ
カレッジのマエダ教授の参加を得ている。それ故に、
また新たな多文化融合のデザインの方向性が生まれて
きたし、今後の可能性について大いに期待できると考
える。
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注
1 ．ペルソナの概念を紹介した嚆矢はアラン・クー
パー　山形浩生訳『コンピュータは、むずかしすぎ
て使えない』翔泳社、2000年（Alan Cooper, THE 
INMATES ARE RUNNING THE ASYLUM, SAMS, 
1999）で、後にデザインアプローチの１つとして活用
されている。ただ初期のペルソナが必ずしも客観的な
データに基づいたものではなかったという点を補い
ユーザー調査の根拠に裏打ちされた有用なペルソナを
確実に作る方法を示した著書を紹介しておく。ジョン 
S. プルーイット/タマラ・アドリンpersonadesign.net 
運営事務局監訳　秋本芳伸/岡田素子/ラリス資子訳
『ペルソナ戦略　–　マーケティング、製品開発、デ
ザインを顧客志向にする』ダイヤモンド社、2007年 
（John Pruitt / Tamara Adlin, ‘Persona Lifecycle’, 
Elsevier,  2006.の部分訳）。本書は日本でほぼ最初の
ペルソナに関する体系的な方法論を紹介するテキスト
的役割を果たす。
2 ．Yumiko Mizutani, ‘AGRI-ART FESITVAIL 
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2013-2016 AND SUPER GLOBAL FASHION WS 
2016’,“Collaboration  and Co-creation  in Clothing 
Design Utilizing Regional Resources”, University of 
Lapland, 2017, pp.72−78を参照。日本語は79−83頁。
3 ．Ibid., pp.72−78を参照。日本語は同79−83頁。
4 ．水谷由美子・甲斐少夜子・原田章子・荒木麻
耶・髙橋潤一郎・松浦奈津子共著「長門市棚田ブラン
ディングと地域資源を活かすファッションの共創− 
アグリアート・フェスティバル2017とSGFWS2017を
事例として −」『山口県立大学学術情報』第11号 山
口県立大学、2018、31−63頁を参照。
5 ．地域おこし協力隊　総務省 平成21年〜　人口減
少や高齢化等の進行が著しい地方において地域力の強
化を図るための措置として地域外の主に若者が 1 〜 3
年の間、地域に定住して地域おこしに取り組む制度。
6 ．ペルソナは時間や経費をかけたユーザー調査
（主にインタビューや観察など）で得られたデータに
基づき作られる。一方でLEAN UX手法においてはペ
ルソナ作成の順番を変えて、まずペルソナの原型であ
るプロトペルソナを数時間かけてステークホルダー
で作成する。その後でリサーチを行うという手法であ
る。ジョシュ・セイデン編　ジェフ・ゴーセルフ著　
坂田一倫監訳　児島　修訳『Lean UX – リーン思考
によるユーザエクスペリエンス・デザイン』　オライ
リー・ジャパン、2014年、34頁参照。
7 ．「元乃隅の風」は、「風景から生まれる縞と音
をまとう」と題して、第28回国際服飾学術会議「アー
トトゥウエアATW」部門で発表した作品である。
8 ．Photo Musicはレゲエ歌手でミリオンセラーを出
したDOUZAN11（当時は三木道三）とその弟の三木
学他のメンバーが開発したオリジナルソフトである。
Photo MusicVer. 2 の発表のためのプレゼンテーショ
ンに参加して、mompekko開発の縞柄の着想を得た。
AAF2017で最初にテキスタイルプリントの柄として
活用し、AAF2018では織り柄のベースとして、また
「元乃隅の風」のテキススタイル・パターンとして活
用した。
9 ．Musée national de  la Marine,「LES MARINS 
FONT LA MODE」, 2009を参照。
10．水谷由美子・小田玲子・荒木麻耶共著「産学公
連携による農作業着モンペッコとツナギッコの商品開
発− アグリアート・フェスティバル2016を事例とし
て −」『山口県立大学学術情報』第10号 山口県立大
学、2017年、35−57頁を参照。

図版　撮影者リスト
図 1 , 2 , 9 ,10,14,15,19,20,22,24,26,27,29~34,36~40

貝崎健 / 高木敦志
図 3 ~ 7 ,11,12,16,17,21,35　　　　 企画デザイン研究室
図 8 ,13,18　　　　　　　　　　　　WS参加メンバー
図23,25,28　　　　　　 企画デザイン研究室 3 ・ 4 年
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資料：「アグリアート・フェスティバル2018」プログラム
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ワーキングウエア  デザイナー   モデル

FLEXIBLE PLEATS   鈴木 沙江 / 石川 瑛理奈  安田 圭汰 / 中田 帆南
　都会的な要素であるプリーツを使ったことでスリムなシルエットでありながら、農作業時の動きを妨げないという
機能を果たしている。女性はメインカラーが赤、男性はネイビーとなっており、お互いのサブカラーとして相手のメ
インカラーが使われている。
 
カフェ・アグリ    棟久 佑子 / 中村 結菜  山田 瑞貴 / 林 香保
　長門に実在すると仮定したハーブカフェ「アグリ」のユニフォームを制作した。「長門を愛しながら、また長門に
愛されながら」をコンセプトとし、夫婦で営んでいるという設定で、カフェから見える夕暮れの棚田をモチーフにし
たオリジナルプリントを使用している。

natural working wear   川口 千穂 / 山本 成美  井出 乃阿 / 坂上 留美
　男性は農作業や創作を行う際に役立つエプロンつきのオールインワン、女性は普段の服装に上から着るだけで作業
着になるワンピーススタイル。このワーキングウェアは畑仕事を意識したものであり、どちらも機能的に変化する２
WAY仕様となっている。

mompekko history　×　明治維新の風　＝　kaburikko　 

mompekko motonosumi 2018

モデル  安倍 昭恵 / 井上 かみ / 井上 愛満 / 井上 燦 / 中野 茂樹 / 西口 和雄

ゲストモデル 中川 祐子

デザインディレクション  水谷 由美子

テキスタイルデザイン  企画デザイン研究室

服飾デザイン・モデリング  下川 まつゑ

プロダクト   合資会社ロォーリング

フィナーレ

元乃隅   デザイナー  モデル   制作者

「元乃隅の風」   水谷 由美子  安倍 昭恵  下川 まつゑ

「海風・陸風」   下川 まつゑ  岩瀬 美月 / 岡山 希

「Freedom of  shape and gender」 Eveliina Muotkavaara/Naomi Yamaguchi  池田 千穂美
    川口 千穂 / 石川 瑛理奈 / 山本 成美 / 升田 有紀

「WRAP BODY」   Mäkelä  Janna Ida Eriika    甫水 友紀
    高橋 潤一郎 / 棟久 佑子 / 中村 結菜 / 藤本 めぐみ

       イメージソースになった家紋 モデル

2013 global        伊藤博文   秋山 亜美

2014 raita        吉田松陰   高尾 真由

2015 takijima        高杉晋作   内山 菜々子

tsunagikko        毛利家   周田 亮太

2016 cosmo        井上馨   島田 真衣

2017 nagato        毛利家　沢鷹   後藤 滉介
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